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	本剤投与により，重度の血液毒性所見があらわれることがあるので、投与後、血液学的検査値の変動に十分留意し、次コースの投与量は患者の状態により適宜減量すること。
	腎障害（クレアチニンクリアランス20～39mL/分）のある患者では，ノギテカンの血漿クリアランスの低下及び血中半減期の延長が起こるおそれがあるので、初回投与量は0.75mg/m2/日とする。なお、クレアチニンクリアランスが20mL/分未満の腎障害患者では十分な成績は得られていない。
	小児に本剤を使用する場合、小児の抗凝固薬療法に精通した医師が監督すること。
	新生児への投与に関する安全性は確立していないので、新生児には、有益性が危険性を上回ると判断される場合にのみ投与すること［使用経験が少ない］。


